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1 .　問題の所在

1 - 1 　移民、移住労働者、外国人労働者

1 - 2 　外国人労働者の統計
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1 - 3 　技能実習

1 - 4 　特定技能
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２．EPA（経済連携協定）介護福祉士候補者に

関する先行研究からみた支援の課題
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図1　外国人介護人材受け入れの仕組み
出典　厚生労働省，2020
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3 . ドイツの介護労働者に関する政策について
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4 . ドイツにおける外国人介護労働者と管理者の

モノグラフ

1）看護課長（管理者）

〈在留資格について〉

〈外国人介護職員は語学と介護の知識をどこで得

ているのか〉
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〈職業訓練は公費で受けられるのか〉

〈外国人介護職員が働くための支援について〉

〈認知症ケアを行う上での課題は〉

〈老年医学病棟に配置されているケアアシスタン

トについて〉
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〈外国人職員のキャリア形成をどう考えるか〉

〈今どのような支援が必要か〉

〈看護介護職の統一〉

2）高齢者介護士（外国人介護職員）

〈なぜ介護職をドイツで選んだのか〉

〈現在の業務内容は〉　
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〈語学はどのように修得したのか〉

〈認知症高齢者介護についてどこで学んだか〉

〈赤十字専門学校の費用は〉
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〈現在の仕事の楽しみは〉

〈スタッフの数と国籍について〉

〈認知症ケアについての具体的エピソード〉

〈ICT 化は進んでいるか〉
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結果

5 . 考察
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